
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 5 , 8

【従業員の働く環境の拡充】 
働き続けたいと思える環境を
提供する為、ワークライフバ
ランスを充実させる為の制度
構築をおこないます。

1.時間年休 
年次有給休暇を一時間単位で
取得可能な時間年休制度を策
定 
業務内容を従業員同士で把握
し合い、取得しやすい環境づ
くりを行っていく 
2023年度実績　0% 
2030年度目標　50%

社会 10

【インクルーシブな社会を目
指す一歩】 
さまざまな背景を持つあらゆ
る人が排除されない社会のた
め、情報発信や事業を通じた
貢献を行います。

1社会福祉法人日本介助犬協会
への寄付型自動販売機を設置 
2030年までに16,800円（年
間） 
2ユニバーサルデザイン文具の
取扱い幅を広げていく 
2022年度15％　 
2030年度35％目標

環境 7 , 13

【脱炭素社会への貢献】 
事業を通じて脱炭素へ貢献す
るため、使用時のCO2排出量が
少ない製品を積極的にお客様
へご提案します。

自社で販売をする省エネ機器
販売実績に応じたマングロー
ブ植林活動目標 
2022年度　50本　 
2030年までに65本（年間）

株式会社　日高堂

取組・
活動内容

「社員の幸せを考え、お客様から信頼される企業」を経営理念に、「働く環
境の拡充」「インクルーシブな社会を目指す一歩」「脱炭素社会への貢献」
をかかげ、日高堂ならではのSDGs貢献を目指します。


